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住
井
す
ゑ
と
そ
の
文
学
の
里（
四
十
四
）

　
　

ー
牛
久
沼
の
ほ
と
り
ー

牛
久
市
文
化
財
保
護
審
議
委
員　
　
　

栗く
り
は
ら原　

功
い
さ
お　

特
攻
隊
と
鹿か

の

や屋
・
知ち

ら

ん覧
・
霞
ケ
浦（
予
科
練
）

航
空
隊

　

犬
田
卯
・
住
井
す
ゑ
夫
妻
の
長
男
章
は
、

東
京
物
理
学
校（
現
東
京
理
科
大
学
）を
昭
和

19
年（
１
９
４
４
年
）９
月
に
戦
時
下
の
繰
り

上
げ
卒
業
を
し
、
文
部
省
付
属
統
計
数
理
研

究
所
の
助
手
に
採
用
さ
れ
て
い
た
が
、
そ
の

章
に
も
召
集
令
状
、
俗
に
い
う
赤
紙
が
き
た
。

　

と
こ
ろ
で
、
日
本
は
昭
和
18
年（
１
９
４
３

年
）
９
月
20
日
の
御
前
会
議
で
絶
対
国
防
圏

を
設
定
し
て
い
た
が
、
同
19
年
の
８
月
末
に

マ
リ
ア
ナ
諸
島
が
攻
略
さ
れ
、
そ
の
一
角
が

破
ら
れ
た
。

　

一
方
、
日
本
の
海
軍
軍
令
部（
主
務
は
戦

争
指
導
）
で
は
、
同
18
年
７
月
ご
ろ
か
ら
、

第
二
部
長
黒
島
亀
人
大
佐
指
揮
の
下
で「
特

攻
戦
術（
航
空
機
に
よ
る
敵
航
空
母
艦
の
飛

行
甲
板
へ
の
体
当
た
り
攻
撃
）
研
究
と
特
攻

兵
器
の
開
発
製
造
」
が
進
め
ら
れ
て
い
た
。

こ
の
特
攻
作
戦
を
同
19
年
８
月
11
日
の
戦
備

考
査
部
会
議（
軍
令
部
総
長
永
野
修
身
元
帥
、

海
相
嶋
田
繁
太
郎
大
将
ら
が
出
席
）
に
お
い

て
決
定
し
、
９
月
に
特
攻
部
が
設
置
さ
れ
た
。

　

同
19
年
10
月
19
日
夕
方
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
の

マ
ニ
ラ
北
方
１
１
０
㎞
の
距
離
に
あ
る
ク

ラ
ー
ク
フ
ィ
ー
ル
ド
基
地（
マ
バ
ラ
カ
ッ
ト

飛
行
場
）
に
駐
留
す
る
第
一
航
空
艦
隊
本
部

に
同
艦
隊
長
官
に
親し

ん

ぽ補
さ
れ
た
大
西
瀧
治
郎

海
軍
中
将
が
着
任
し
た
。
戦
局
は
17
日
早
朝

よ
り
米
軍
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
大
将
率
い
る
南
西

太
平
洋
方
面
軍
20
万
の
将
兵
が
レ
イ
テ
島
上

陸
作
戦
を
敢
行
中
で
、
対
す
る
日
本
海
軍

で
は
レ
イ
テ
湾
に
栗
田
艦
隊
を
突
入
さ
せ
る

作
戦
を
立
て
て
い
た
。
大
西
長
官
指
揮
の
下

で
、
栗
田
艦
隊
援
護
の
た
め
、
米
艦
隊
の
空

母
飛
行
甲
板
目
掛
け
て
体
当
た
り
す
る
戦
史

上
類
例
の
な
い
神
風
特
別
攻
撃
隊
敷
島
隊

（
２
５
０
㎏
爆
弾
搭
載
の
零
式
戦
闘
機
）隊
員

に
、
予
科
練（
霞
ケ
浦
海
軍
航
空
隊（
※
）
の

中
に
設
置
）出
身
の
若
鷲
20
数
名
が
選
ば
れ
、

そ
こ
の
教
官
を
務
め
て
い
た
関
行
男
大
尉

が
隊
長
に
任
命
さ
れ
た
。
彼
ら
は
25
日
の
早

朝
、
大
西
長
官
と
別
れ
の
水
杯
を
交
わ
し
飛

び
立
っ
て
行
っ
た
。
海
軍
に
よ
る
特
攻
は
同

20
年（
１
９
４
５
年
）３
月
11
日
に
、
菊
水
部

隊
梓
隊
の
銀
河
24
機
お
よ
び
二
式
大
艇
２
機

が
、
本
土
最
南
端
基
地
鹿
屋（
鹿
児
島
県
鹿

屋
市
）
航
空
隊
よ
り
出
撃
、
以
後
同
航
空
隊

よ
り
８
２
９
名
が
出
撃
し
、
同
航
空
隊
は
特

攻
基
地
と
し
て
最
も
多
く
の
戦
死
者
を
出
し

た
。
ほ
か
に
鹿
児
島
・
宮
崎
両
県
下
10
カ
所

の
既
存
基
地
か
ら
も
出
撃
し
た
。

　

陸
軍
は
、
首
相
兼
陸
相
で
参
謀
総
長
に
就

任
し
た
東
条
英
機
大
将
が
同
19
年
４
月
18
日

の
Ｂ
29
対
策
委
員
会
で『
Ｂ
29
に
飛
行
機
で

体
当
た
り
で
行
く
必
要
が
あ
る
』と
発
言
。
同

年
10
月
４
日
に
教
導
航
空
軍
司
令
官
菅
原
道

大
中
将
よ
り
、
鉾
田
教
導
飛
行
師
団（
鹿
島

郡
下
三
カ
村
に
設
置
）
師
団
長
今
西
六
郎
少

将
に
特
攻
隊
編
成
準
備
命
令
が
あ
っ
た
。
20

日
に
同
師
団
に
お
い
て
九
九
式
双
軽
爆
撃
機

に
よ
る
岩
本
益
臣
大
尉
以
下
16
名
を
も
っ
て

万ば

ん

だ朶
隊（
万
朶
は
、
幕
末
の
水
戸
藩
で
攘
夷

論
を
唱
え
た
藤
田
東
湖
の『
正
気
の
歌
』よ
り

と
っ
た
）と
、
24
日
に
浜
松
教
導
飛
行
師
団
に

お
い
て
四
式
重
爆
撃
機（
飛
龍
）に
よ
る
山
本

達
夫
中
尉
以
下
26
名
を
も
っ
て
富ふ

が

く嶽
隊
が
編

成
さ
れ
、
両
隊
は
フ
ィ
リ
ピ
ン
に
進
出
。
万

朶
隊
が
11
月
５
日
に
リ
パ
飛
行
場
か
ら
、
富

嶽
隊
は
同
月
７
日
に
ク
ラ
ー
ク
飛
行
場
か
ら

の
出
撃
と
な
っ
た
。
そ
の
後
鹿
児
島
市
の
南
、

知
覧（
現
南
九
州
市
知
覧
町
）
航
空
隊
よ
り

４
３
９
名
が
出
撃
し
、
さ
ら
に
鹿
児
島
・
宮

崎
両
県
下
４
カ
所
の
基
地
か
ら
も
出
撃
し
た
。

　

海
軍
の
町
阿
見（
同
20
年
に
５
月
27
日
の

海
軍
記
念
日
を
も
っ
て
町
制
施
行
）
の「
七

つ
ボ
タ
ン
」の
制
服
で
知
ら
れ
る
予
科
練
は
、

大
東
亜
戦
争
で
戦
っ
た
技
量
に
秀
で
旺
盛
な

精
神
力
の
航
空
機
搭
乗
員
の
大
半
を
輩
出
し

て
い
た
。
同
19
年
後
半
か
ら
は
特
攻
兵
器
と

し
て
開
発
製
造
さ
れ
た
人
間
爆
弾
ロ
ケ
ッ
ト

「
桜お

う

か花（
ロ
ケ
ッ
ト
付
グ
ラ
イ
ダ
ー
）」搭
乗
員

の
短
期
訓
練
が
行
わ
れ
た
。
彼
ら
の
中
か
ら

�
子
犬
と
遊
ぶ
出
撃
前
の
特
攻
隊
員
。
彼
ら

は
数
時
間
後
に
沖
縄
方
面（
海
面
）で
散さ

ん

げ華

し
た
。
…
彼
ら
英
霊
に
哀
悼
の
意
を
表
し

た
い
。―

知
覧
特
攻
平
和
会
館
提
供―

隊
長
三
橋
謙
太
郎
大
尉
以
下
14
名
を
も
っ
て

第
一
神
雷
桜
花
隊
が
編
成
さ
れ
、
鹿
屋
基
地

か
ら
の
出
撃
命
令（
同
20
年
３
月
21
日
に
九

州
南
東
海
面
で
戦
死
）
が
下く

だ

っ
た
。
彼
ら
を

予
科
練
の
門
柱
の
影
で
そ
っ
と
見
送
る
女
性

が
い
た
。
そ
の
人
は
予
科
練
の
母
と
呼
ば
れ

た
。
特
攻
機
桜
花
な
ど
の
訓
練
は
百
里
原（
現

小
美
玉
市
）、
谷
田
部
・
西
筑
波（
現
つ
く
ば

市
）、
神こ

う

の
池（
現
神
栖
市
）
基
地
で
も
行
わ

れ
た
。

　

航
空
機
に
よ
る
特
攻
戦
死
者
は
、
陸
軍
が

１
８
４
４
名
、
海
軍
は
２
７
３
５
名
。
20
歳

過
ぎ
の
者
が
最
も
多
く
、
最
年
少
者
が
17
歳
、

最
年
長
者
は
35
歳
で
い
ず
れ
も
少
数
。
本
県

出
身
者
は
、
陸
軍
は
30
名
余
り
、
海
軍
が
72

名（
鹿
屋
か
ら
出
撃
し
た
牛
久
に
深
い
縁
の

あ
る
者
も
い
た
）で
あ
っ
た
。

　

特
攻
に
は
、
海
軍
の
水
上
特
攻（
震し

ん
よ
う洋
艇

な
ど
）と
水
中
特
攻（
ハ
ワ
イ
真
珠
湾
攻
撃
に

用
い
ら
れ
た
特
殊
潜
航
艇
や
人
間
魚
雷
回
転

な
ど
）が
あ
っ
た
。

�掩
えんたいごう

体壕跡。ここに零
ぜろせん

戦、艦上爆撃機などが格納されて

いた。―海上自衛隊鹿屋航空基地史料館提供―

（※）同隊は大正10年（1921年）に開設され、当初は航空機搭乗員養成機関であった。山本五十六大佐（のち大将・元帥、
連合艦隊総司令長官として真珠湾攻撃を指揮する）が副長兼教頭で同13年（1924年）12月から1年3カ月在任。練
習生たちは『やってみせ言って聞かせてさせてみてほめてやらねば人は動かじ』を信条とする山本に心服した。


